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葡萄の出来はワインの出来に直結する、それだけに11月18日(木)解禁の

ボージョレー・ヌーヴォーが待ち遠しいワインファンの皆様は、

今年のボージョレー地区の葡萄の出来が気になることと思います。

2021年は生産量が少ない

2021年4月に歴史的規模の霜害がフランス全土を襲う

フランス全生産量の30％を失う

つまりそれだけ稀少

な年になるのですね

2020年と比べ20日程生育が遅れている

果実味たっぷりな葡萄に成熟する為に遅らせてます

2021年は9月中旬の収穫を予定
じゃあ今年も

期待できそうですね

「100年に1度の偉大な年!!」などボージョレー・ヌーヴォーのキャッチフレーズを

ご覧になった方はいらっしゃいますか?

いやいや、そのフレーズ毎年聞いてるよ、と思われる方もいらっしゃるのではないでしょうか。

実は、ボージョレー・ヌーヴォーのキャッチフレーズは2種類あり、前述は販売業者発表の

キャッチフレーズなので、かなり誇張した内容が多いのですw

一方でボージョレーワイン委員会の評価を基にフランス食品振興会(SOPEXA)が発表した

2020年のキャッチフレーズと比較してみましょう。

販売業者 ... 『果実味が凝縮されたワイン』

食品振興会 ... 『きわめて早い成熟と乾燥した夏による究極のヴィンテージ』

販売業者 ... 『過去最高といわれた2005年に匹敵する50年に1度の出来栄え』

食品振興会 ... 『数量は少なく、完璧な品質。桁外れに素晴らしい年』

いかがでしょう。食品振興会はその年のワインの出来が抽象的に想像できませんか？

2009年も数量少ない中、ワインとしては完璧に仕上がっています。

是非、これから発表されるであろう2021年のキャッチフレーズにも注目してみてください!(^^)!

ちなみに2021年と同じように生産量が少なかった2009年は↓


